
（いずれも、かすみがうら市内に住所を有する方）

１回 一部助成

１回 一部助成

小児肺炎球菌

生後2ヶ月から5歳未満の方
ヒブ

（インフルエンザ菌ｂ型）

子宮頸がん
13歳となる日の属する年度の初日から16歳と

なる日の属する年度の末日までの間にある女性

●実施方法
実施医療機関に電話で予約し、通知及び予診票を持参し接種。

一部助成

４回まで 一部助成
7,740円（土浦市医師会）

7,962円（石岡市医師会）

水痘（みずぼうそう）
4,200円（土浦市医師会）

4,250円（石岡市医師会）

助成回数 助成区分
助成額

（１回当り）

全額１回 全額助成

１回 一部助成

●助成額

予防接種名 対象

38 0.1

5,503 12.3

満60歳以上65歳未満で、心臓・腎臓・もしくは呼吸器の機能又は
ヒト免疫不全ウィルスによる免疫の機能に障害を有する方

満1歳以上中学3年生の方

0.6

1,840 4.1

1,840 4.1

800 1.8

全住民に対する割合
（％）

375 0.8
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作成責任者

担当局・部名 保健福祉部

課長　市ノ沢　章

予算事業名

健康増進課保健予防係

事務区分

担当課･係名
・かすみがうら市任意予防接種費用助成要項
・かすみがうら市インフルエンザ予防接種実施要綱

事業内容
（手段、手法など）

※当該事業以下に細事
業がある場合は、事業

費とともに記載

予防接種にかかる費用の一部又は全部を助成することにより、疾病を予防する。

対　象
（誰・何を対象に）

②満60歳以上65歳未満で、心臓・腎臓・もしくは呼吸器の機能又
はヒト免疫不全ウィルスによる免疫の機能に障害を有する方

２，０００円

■自治事務　　□法定受託事務

・おたふくかぜ、水痘は感染力が強く、集団生活においてまん延の危険性が大きいため、対象年齢で接種するのが有効であ
る。
・インフルエンザは、毎年、秋から冬にかけて流行し感染力が強いため、まん延や重篤化を防ぐうえで有効である。
・小児肺炎球菌、ヒブは、疾病の重篤性等にかんがみ、また、国の財政措置により本年度より実施している。
・子宮頸がんワクチンの予防接種は、中学生に接種するのが有効とされ、また、国の財政措置により本年度より実施している。

一部助成

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　　実施主体：  　　　 　　　）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

おたふくかぜ

①満65歳以上の方

9,900円（土浦市医師会）

10,137円（石岡市医師会）

生後12ヶ月から90ヶ月に至る前日までの方

４回まで

●個人通知
対象者に通知及び予診票を郵送。

接種率を向上させ、疾病の発病・重症化・蔓延を予防する。

おたふくかぜ

水痘（みずぼうそう）

小児肺炎球菌

ヒブ
（インフルエンザ菌ｂ型）

子宮頸がん

生後12ヶ月から90ヶ月に至る前日までの方

３回

予防接種名 対象 対象者数（人）

10,211

一部助成
14,220円（土浦市医師会）

14,349円（石岡市医師会）

１回

目　的
（何をどうするために）

上位施策事業名

根拠法令

かすみがうら市総合計画　第2章　第1章　健康づくりの推進

実施方法

事
業
概
要

関連事業
（同一目的事業等）

法定予防接種事業
（麻しん風しん、日本脳炎、ＢＣＧ、三種混合、二種混合、ポリオ）

事業の必要性
・実施の背景

目　標
（何がどうなれば達成

か）

生後2ヶ月から5歳未満の方

13歳となる日の属する年度の初日から16歳と
なる日の属する年度の末日までの間にある女性

満65歳以上の方 22.7

③満1歳以上中学3年生の方

□業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

任意予防接種事業 事業開始年度
おたふく・水痘・インフルエンザは合併以前から実施。
小児肺炎球菌・ヒブ・子宮頸がんは23年度から開始。

①②③のうち生活保護世帯に属する方 １回 全額助成 全額

インフルエンザ

■直接実施

インフルエンザ

事業番号 2-4 平成23年度 
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予算事業名 任意予防接種事業 事業開始年度
おたふく・水痘・インフルエンザは合併以前から実施。
小児肺炎球菌・ヒブ・子宮頸がんは23年度から開始。

事業番号 2-4 平成23年度 

5,930(22年度は季節性と
新型の混合ワクチン)

10,624

計 件 11,254 10,669 6,564

任意予防接種接種件数(季節性インフルエンザ) 件 5,760

任意予防接種接種件数(水痘)

11,197

比較参考値
（他自治体での類似事業

の例など）

インフルエンザ及び子宮頸がん・ヒブ・小児肺炎球菌については、ほとんどの市町村で実施。
おたふく・水痘は茨城県内では水戸市・大洗町・龍ヶ崎市・牛久市・土浦市・かすみがうら市の６市町で実施。

34,801

281295

件

273

【成果指標名】

件

Ｈ22年度

任意予防接種接種件数(おたふくかぜ) 335

Ｈ22年度

9,975

Ｈ20年度

千円

千円

千円

インフルエンザ予防接種は予防接種法に基づく義務的な接種であり、おたふくかぜ・水痘は感染力が強く、集団生活において蔓
延の危険性が大きいため、必要性が高い。子宮頸がん・小児肺炎球菌・ヒブは、必要性についての今後の社会動向や国の接種費
用助成制度の継続状況等により継続の可否を検討していく。

任意予防接種接種件数(新型インフルエンザ) 件

2,049

千円

国県支出金の内容

件

4,262

人

千円

16,983

22年度（決算） 21年度（決算） 20年度（決算）

予防接種通知発送件数

23年度（予算）

34,801 千円

33,594

千円

千円

1,207

5,661

千円

千円

1,061

274

353

Ｈ21年度 Ｈ20年度

2,7752,391

Ｈ21年度

374

千円

27,680

千円335 千円

千円

千円29,140

27,727

事業費合計 93,639

812扶助費

695

特記事項
(事業の沿革等)

コ
ス
ト

効率指標
（事業費/活動指標）

事業の自己評価
(今後の事業の方向性、課

題等)

委託料

千円

5,661

千円

千円

千円

68千円

千円

千円5,569

おたふくかぜ・水痘および子どもに対するインフルエンザについては石岡医師会からの要望もあり開始した経緯がある。
インフルエンザは、２０年度は季節性インフルエンザ、２１年度は季節性及び新型インフルエンザ、２２年度は季節性と新型の
混合ワクチン、２３年度は季節性のみで実施。

千円

31,870 千円 千円

【活動指標名】

千円

千円0.7

需用費

役務費

国県支出金

千円

千円

人

97,100

1,575

担当正職員

総事業費

事
業
費

臨時職員等

3,461

財源

内訳

財源合計

その他特財

人
件
費 人件費合計

地方債

人

人

活動実績

一般財源

97,100

65,230

単位

26,768千円

千円

事
業
成
果

単位

90,917 千円

／総事業費

3,4610.4

0.4

事
業
実
績

21,199

千円

千円

人

20,231 千円

千円

千円

285

千円

26,768 千円

4,856 千円

0.7

千円

5,088

千円

156 千円

615 千円

21,821 千円

千円

27,680

千円

22,592 千円

千円0.7 人

千円

千円27,680

千円

千円

千円

千円

千円

千円 千円

人

人 5,088

千円

21～22年度は新型インフルエンザワクチン接種助成費臨時補助金
23年度は子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進臨時特例交付金

成果指標設定理由
等

人

その他特財の内容

予防接種の実施種類は年度により異なる。
20年度は水痘・おたふく・季節性インフルエンザ。21年度は水痘・おたふく・季節性インフルエンザ・新型インフル
エンザ。22年度は水痘・おたふく・季節性インフルエンザと新型インフルエンザの混合ワクチン。23年度は水痘・お
たふく・季節性インフルエンザ・子宮頸がん・ヒブ・小児肺炎球菌。

人 5,569 0.7

21,912 千円

成果実績
（事業目標達成状況）

人 0.7 人0.7
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